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沿革

　林産試験場は，昭和 25 年に北海道で唯一の林産研究機関として設立されました。以来，一貫して木材産業

を支援するという立場から，木材を活用した快適で豊かな生活を支える研究，木材の需要を拡大するための新

製品の開発，木材産業の技術力向上のための新技術の研究開発などに取り組んできました。

 昭和 25 年 （1950） 旭川市緑町に「北海道立林業指導所」として開設

 昭和 26 年 （1951） 製材及び二次加工試験プラントを設置，繊維板試験プラントを新設

 昭和 28 年 （1953） 野幌支所（木材保存，食用菌研究室）を統合

 昭和 33 年 （1958） 鋸目立技術教習所を開設

 昭和 36 年 （1961） 耐火実験室を新設，開放実験室を設置し一般の利用を開始

 昭和 39 年 （1964） 「北海道立林産試験場」に改称

 昭和 61 年 （1986） 旭川市西神楽に移転

 平成元年 （1989） 「木と暮らしの情報館」を開館

　　平成 22 年 （2010） 「（地独）北海道立総合研究機構 森林研究本部 林産試験場」に改組

施設

　総面積　57,859m2，建物面積　12,648m2

組織　（令和 2 年（2020 年）3 月 31 日現在 )
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職員名簿

（令和 2 年（2020 年）3 月 31 日現在 )


